
Ｎ

ｏ．
事業者名 系統名

起点・終点

（主な経由地）
１．目的・必要性

２．定量的な目

標・効果

３．目標を達成するために行う事業（生産性向上の取組を含む）

取組内容 実施時期 実施主体

茨城急行自動

車株式会社

岩井線 野田市駅・岩井

車庫（下町）

・通勤、通学者の最寄

り駅（愛宕駅）まで

の交通手段

・買い物等（プライス

野田店、イオンノア

店等）の交通手段

・沿線の病院(キッコ

ーマン総合病院、小

張総合病院)等への

交通手段

令和6年度と比較し

て収支率１％以上改

善

(将来的な通勤利用者の確保)

共通学生フリーパスをホームページ及び車

内掲示案内することでの販売促進

令和 7 年 4 月 茨城急行自動車

株式会社

(利用促進用バス時刻表の配布)

バス利用方法及び案内等を入れた時刻表を

車内、沿線施設へ配布。

令和 6 年 10 月以

降実施

茨城急行自動車

株式会社

(校外学習)

学校訪問等による営業活動を行い、校外学

習による利用を促進する。

令和 6 年 10 月以

降実施

茨城急行自動車

株式会社

(バスの乗り方教室)

市等が開催するイベントに参画し、バスの

乗り方教室を実施する。

令和 6 年 10 月以

降実施

茨城急行自動車

株式会社

野田市のコミュニティバスの運行ルートの

設定に際し、利用者が競合しないよう調整

を図る。

令和 6 年 10 月以

降実施

野田市

野田市コミュニティバスのルート図・時刻

表において、本件対象路線図を分かりやす

く記載し利用促進を図る。

令和 6 年 10 月以

降実施

野田市

令和７年度地域間幹線系統確保維持計画（原案）


